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「21世紀を担う　こころ豊かな子どもを育てよう」
親も子も ともに成長！ ともに進化！

本
年
度
、
福
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
結

成
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
11
月

30
日
、
70
年
に
わ
た
っ
て
市
Ｐ
連
の
活
動

を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
、
そ
し
て
今
現

在
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る

皆
様
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る

た
め
に
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
執
り
行
い

ま
し
た
。　
こ
れ
ま
で
の
市
Ｐ
連
の
歴
史

の
積
み
重
ね
に
思
い
を
馳
せ
、
先
輩
方
の

恩
と
思
い
を
感
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
現
在

の
私
達
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
と
っ
て
、
こ
れ
か

ら
未
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
ど

の
よ
う
に
育
ん
で
い
く
か
を
考
え
る
機
会

と
な
れ
た
な
ら
ば
誠
に
幸
い
で
す
。
当
日

ご
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
来
賓
の
皆
様
、

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
歴
代
役
員
・
会

員
の
方
々
、
何
度
も
会
議
を
重
ね
、
当
日

も
早
く
か
ら
運
営
に
協
力
頂
い
た
ス
タ
ッ

フ
に
対
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
詳
細
は
４・５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

令
和
２
年
２
月
７
日
福
山
市
役
所
に
て
、
福
山
市
教

育
委
員
会
と
福
山
市
P
T
A
連
合
会
の
定
例
懇
話
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
冒
頭
、
道
城
会
長
よ
り「
我
々
P
T
A

も
教
育
委
員
会
も
、〝
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〟

と
い
う
考
え
や
目
指
す
方
向
は
同
じ
で
す
。
お
互
い
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
よ
り
良
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

活
発
な
意
見
交
換
の
場
に
し
ま
し
ょ
う
。」と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
福
山
市
教
育
委
員
会
の
田
丸
学
校
教
育
部
長
よ

り「
三
好
教
育
長
の
唱
え
る
教
育
の
現
場
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
動
く
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
事
は
、
教
育
委
員
会
も
P
T
A
も
同
じ

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
か
ら
話
が

進
ま
な
く
な
っ
た
り
、
些
細
な
こ
と
ま
で
実
現
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
し
っ
か
り
お
互
い
の
手
を
握
り
合
い
、
中
身
の

質
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」と
挨
拶
が

あ
り
、
懇
話
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

① 

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
確
保
に
つ
い
て

② 

教
職
員
の
資
質
向
上
と
適
正
配
置
に
つ
い
て

③ 

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

④ 

福
山
市
P
T
A
連
合
会
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

終
わ
り
に
道
城
会
長
よ
り
、「
学
習
指
導
要
領
の
情
報

を
P
T
A
に
も
伝
え
て
い
た
だ
き
、
情
報
を
共
有
し
て

い
き
た
い
。
今
日
の
懇
話
会
の
内
容
を
各
単
位
P
T
A

会
長
に
も
共
有
し
教
育
委
員
会
の
想
い
を
伝
え
て
い
き

た
い
。」と
あ
り
、
田
丸
学
校
教
育
部
長
か
ら
は
、「
こ
れ

か
ら
の
施
策
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。」と
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
懇
話
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
懇
話
会
で
の
教
育
委
員
会
か
ら
の
回
答

書
に
つ
い
て
は
、
各
単
位
P
T
A
に
配
布
を
す
る
予
定

で
す
。（
詳
細
は
6
・
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

［
日
時
］

  

2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）

  

　
11
月
30
日（
土
）13
時
よ
り

［
場
所
］

  

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
く
や
ま

◆
記
念
講
演

�

【
講
師
】
坪
田
信
貴
氏

［
日
時
］

  

2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）

  

　
11
月
30
日（
土
）17
時
30
分
よ
り

［
場
所
］

  
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆
祝
賀
会
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　�

【
ゲ
ス
ト
】 

達
川
光
男
氏元広島東洋カープ選手

元広島東洋カープ1軍監督

ベストセラー『学年ビリのギャル
が1年で偏差値を40上げて慶應
大学に現役合格した話』著者
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祝
賀
会

祝 

福
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

結
成
70
周
年

福山市教育委員会との定例懇話会
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広島県ＰＴＡ連合会より選ばれた作品はチラシ
に印刷され各学校へ配布されました。

令
和
元
年
12
月
7
日（
土
）広
島
県

P
T
A
連
合
会
全
小
・
中
学
校
母
親
代
表

研
修
会
が
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
全
体
会
で
は「
楽
し
い
子
育
て

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」三
行
詩
と「
ア
ウ
ト

メ
デ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
」ポ
ス
タ
ー
の
表

彰
式
が
あ
り
、
福
山
市
か
ら
も
7
名
の
受

賞
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

講
演
会
で
は「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
」と
い
う
テ
ー

マ
で
、
静
岡
大
学
教
育
学
部
准
教
授  

塩

田
真
吾
氏
が
ス
ラ
イ
ド
教
材
を
使
っ
て
の

講
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
紹
介
し
て
怖
さ
を
伝
え

る
の
で
は
な
く
、
事
例
に
対
し
て
ど
れ
が

不
安
と
思
う
か
、
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
を
自
身
で
考
え
る
教
材
で
、

実
際
に
来
場
者
の
答
え
も
様
々
で
し
た
。

自
分
が
良
い
と
思
う
こ
と
や
不
快
だ
と
思

う
こ
と
は
必
ず
し
も
人
と
同
じ
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
個
人
情
報
に
関
す
る
問
題
を「
自

分
の
こ
と
」と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト

と
上
手
く
つ
き
あ
う
為
に
、
ル
ー
ル
を
破

り
そ
う
に
な
る
理
由
や
守
る
た
め
の
工
夫

を
自
分
で
考
え
さ
せ
る「
自
律
」を
め
ざ
し

た
ル
ー
ル
作
り
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
で
は

S
N
S
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
報

道
さ
れ
て
お
り
、
今
ま
さ
に
必
要
な
講
演

で
し
た
。
無
料
通
話
ア
プ
リ
L
I
N
E

と
共
同
開
発
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
で
、
見
慣

れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
、
伝
わ
り

や
す
い
教
材
で
子
ど
も
と
家
庭
で
話
し
合

う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
分
科
会
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
講
演
会
の
感
想
と
各
家
庭
で
の
問

題
や
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
、
情
報
交
換

の
場
と
な
り
良
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。福山市からの参加者

12/7	

母
親
代
表
研
修
会

	
「
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
為
に
人
が
ど
う
思
う
の
か
考
え
よ
う
」

「楽しい子育て全国キャンペーン」
～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～三行詩

令和元年度「広島県PTA連合会賞」～福山からの受賞作品～

小学生の部

パパひとりネコいっぴきのおうちでも
がんばれじぶんまけないぞ
空からみててねぼくのママ。

福山市立鞆の浦学園　2年　濃
のうの

野　行
たかし

志

一般の部

頑張らないと腹がたち
頑張りすぎると心配になる
悩み楽しみながらあなた達を想う母心。

福山市鞆の浦学園　岡
おかざき

﨑　美
み き

樹

一般の部
「お母さん、だ－いすき」
と言って　毎日ねむりにつく　わが子
その笑顔を見れば　母さん充電100％

福山市鞆の浦学園　木
き の し た

之下　美
み き

樹

一般の部

笑った顔　泣いた顔　怒った顔
全部愛しい我が子の顔

福山市鞆の浦学園　津
つ だ

田　智
ち よ

代

分科会のようす

たくさんのご応募ありがとうございました。

＊ 「アウトメディア」とは様々な電子機器（テレビ・Ｄ
ＶＤ・ゲーム機・パソコン・携帯電話・スマホ等）に触
れる時間を少なくし家族でふれあう時間をつくる
取組みのことです。

応募点数　小学生の部595点　中学生の部225点　一般の部42点　計862点の中から　各部5点の優秀賞が選ばれました。

引野小学校６年
甲

かい

斐 永
えれん

恋
引野小学校６年
為
ためふさ

房　翼
つばさ

城南中学校１年
矢

やの

野 紗
さやか

也華

優秀賞 優秀賞 優秀賞

アウトメディアチャレンジポスター
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宮城県名取市閖上（ゆりあげ）地区において東日本大震災の犠
牲者慰霊の為、絵灯篭を飾るイベントが今年も開催されます。名
取市PTA連合会とは、2011年に開催された日本ＰTA研究大会
広島大会の準備にあたり多くのご協力をいただいたことから友好
関係を深めてきました。この絵灯篭の絵を送るようになったのは、
2012年2月に宮城県名取市PTA連合会の全小中学校の児童を励
まそうと、市内から総勢約200名が集まり、4000個以上の折り
ばらを貼り付け仕上げた33枚のばらのメッセージボードを作成
し、直接名取市に送り届けた事がきっかけとなっています。訪問
時には、被害が大きかった閖上地区などを案内していただき、津

波被害から得られた教訓は、「子どもたちの顔が見えるPTA活動
を進めていく」ことがとても重要だというお話を伺いました。最
後に「福山市PTA連合会が出来ることは何でしょうか」と問いか
けたところ、支援は物の支援ではなく、「忘れないでほしい」「笑
顔になれる支援が一番うれしい」という事でした。そこで福山市
PTA連合会は「被災された名取市PTA連合会に集う仲間たちが、
一日も早く穏やかな日々を取り戻せるよう、心から笑顔で元気に
過ごせるよう、ずっと気持ちを繋げて応援・支援をしていきます」
とその時から絵灯ろうの絵を送る活動を続けています。

3.11なとり復興プロジェクト  閖上追悼イベント2020

第13回 いじめ防止標語コンテスト　開催

「友だちは　相談できる　おいしゃさん」
 福山市立　瀬戸小学校　3年　髙

たかはし

橋　駿
はやと

斗

「いつ終わる？　視線の雨は降り止まず
 　防ぐ傘さえ　手に入らない」
 福山市立　東朋中学校　3年　渡

わたなべ

邉　　望
のぞみ

「いじめ」について考え、「いじめ」をなくすための
標語を全国から募集。
「いじめ」のことを忘れ、明るく楽しい学校生活を
送るための一言がたくさん寄せられました。

その中から全国賞が決定！おめでとうございます。
後日、福山市教育長賞・市P連会長賞・市P連賞が
発表されます。

主催：いじめ防止標語コンテスト実行委員会
共催：福山市PTA連合会 他　全15PTA連合会（協議会）
後援： 文部科学省・福山市教育委員会・福山市立小学校長会・福山市立中学校長会

他7県教育委員会・5市教育委員会・16県市小中学校校長会・他

他　優秀賞2名　PTA推薦賞2名

他　優秀賞2名　PTA推薦賞2名

福山市・中学生の部  最優秀賞

福山市・小学生の部  最優秀賞

全国賞

「忘れないで！東日本大震災」

〜被災地へ想いを馳せる〜
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2
0
1
9
年
11
月
30
日（
土
）に
福
山

市
P
T
A
連
合
会
結
成
70
周
年
記
念
式

典
が
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
く
や
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
山
市
P
T
A
連
合
会
道
城
俊
二
会

長
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切
り
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
福

山
市
立
城
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
演
奏
し

て
頂
き
ま
し
た
。「
学
園
天
国
」「
津
軽
海

峡
冬
景
色
」「
冬
メ
ド
レ
ー
」な
ど
聞
き
馴

染
み
の
あ
る
曲
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
れ

く
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
著
書
通
称「
ビ
リ
ギ
ャ

ル
」で
有
名
な
坪
田
塾　
塾
長
の
坪
田
信

貴
先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
演
題
は

「
子
ど
も
の
底
力
を
圧
倒
的
に
引
き
出
す

5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

① 

目 

標
設
定
：「
現
実
」と
い
う
先
入
観
を

持
た
ず
、
本
人
が
理
想
的
と
思
え
る

目
標
を
立
て
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

子
ど
も
の
性
格
と
価
値
観
を
知
る
事
。

② 

メ 

ン
タ
ル
：
メ
ン
タ
ル
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
を
最
低
3
か
月
以
上
続

け
る
こ
と
。
例
え
ば
テ
ス
ト
の
点
数

が
悪
く
て
も
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
い

う
よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
直
す

こ
と
。

③ 

戦 

　
　
略
：
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば
百

戦
危
う
か
ら
ず
。
子
ど
も
の
事
を
よ

く
知
り
、
目
標
に
つ
い
て
よ
く
調
べ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
無
駄
な
努
力

を
省
く
こ
と
が
出
来
る
。

④ 

戦 

　
　
術
：
抽
象
的
な
言
葉
や
あ
い
ま

い
な
指
示
で
な
く
、
具
体
的
な
解
決

策
を
示
す
こ
と
。

⑤ 

評 

　
　
価
：
子
ど
も
の
成
果
で
は
な
く
、

成
長
を
評
価
す
る
事
。

城北中学校吹奏楽部によるアトラクション

道城市 P 連会長あいさつ早川市議会議長あいさつ 表彰状授与歴代会長・事務局長　表彰

福山市PTA連合会

結成70周年記念式典・祝賀会が盛大に開催されました結成70周年記念式典・祝賀会が盛大に開催されました
2019年（令和元年）11月30日（土）

於 式典：広島県民文化センターふくやま　祝賀会：福山ニューキャッスルホテル
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社
会
に
出
れ
ば
嫌
で
も
成
果
や
成
功
で

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら

家
庭
で
は
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
た
だ
あ
な
た
が
い

る
だ
け
で
い
い
、
あ
な
た
の
存
在
自
体
が

嬉
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
事
。

そ
う
す
れ
ば
相
互
の
信
頼
・
尊
重
に
繋
が

り
、
結
果
的
に
子
供
の
成
長
に
繋
が
っ
て

い
く
と
い
う
事
。
90
分
の
講
演
で
し
た
が
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
も
あ
り
、
笑
い
あ
り

と
最
初
か
ら
最
後
ま
で
飽
き
る
事
な
く
お

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

早川議長祝辞 高田元会長乾杯あいさつ 道城会長あいさつ 佐伯副会長あいさつ

福山市PTA連合会

結成70周年記念式典・祝賀会が盛大に開催されました結成70周年記念式典・祝賀会が盛大に開催されました
2019年（令和元年）11月30日（土）

於 式典：広島県民文化センターふくやま　祝賀会：福山ニューキャッスルホテル

肌
寒
く
な
っ
て
き
た
17
時
30
分
よ
り
70

周
年
祝
賀
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
会
長
の
開
会
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

早
川
市
議
会
議
長
、
佐
藤
教
育
次
長
の
来

賓
挨
拶
を
頂
き
、
高
田
第
21
代
会
長
の
乾

杯
で
祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

歓
談
時
間
で
は
和
気
藹
々
の
空
気
が
穏

や
か
に
流
れ
る
中
、
達
川
光
男
氏
の
現
役

時
代
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
鑑
賞
し
た
後
、
ご
登
場

さ
れ
、「
苦
し
み
を
笑
い
に
変
え
た
野
球

人
生
」を
テ
ー
マ
に
、
懐
か
し
い
カ
ー
プ

の
話
か
ら
現
役
選
手
の
話
、
球
界
の
裏
話

ま
で
会
場
中
、
終
始
爆
笑
に
次
ぐ
爆
笑
で

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
記
念

写
真
を
撮
っ
て
頂
き
、
ま
た
笑
い
声
が
止

ま
ら
な
い
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

最
後
は
佐
伯
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
が
あ

り
、
終
了
し
ま
し
た
。

総
勢
1
1
2
名
で
70
周
年
祝
賀
会
を

楽
し
く
お
祝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
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を行っています。また、通常学級に在籍する児童生徒の状況に応じ、特別な学習指導・支援等を行うよう、非常勤講師を県に要望し、今年度は小学校15校、中学
校5校に配置しています。さらに発達障害傾向にある児童生徒に対して、個に応じた教育ができるよう市費で学校支援員を小学校29人、中学校16人配置しています。
特別支援学級においては、児童生徒在籍数が1学級7〜8人かつ3学年以上での編制となる場合、複数指導ができるよう非常勤講師を県に要望し、今年度は小学校
26校、中学校3校に配置しています。また、児童生徒の実態を踏まえ、個に応じた教育ができるよう市費で介助員を幼稚園9人、小学校203人、中学校54人配置
しています。さらに、小中一貫教育推進補助員を中学校3人配置し、校務補助員を102人、小中一貫教育学校図書館補助員を24人配置し、県費非常勤であるスクー
ル・サポート・スタッフ12人の配置と合せて、教員が子どもに向き合う時間の確保、授業づくりに向けた準備ができるようにしています。

（要望）教職員の資質向上に向けた待遇改善 （回答）�学事課
教職員の資質向上に向けた接遇改善についてです。教職員の長時間労働削減について、これまで定時退校日や部活動休養日、夏季一斉閉庁日の設定や提出書類の
精選、デジタル化、校務補助員の活用などによる事務的業務の負担軽減など様々な取組を進めてきました。今年度新たに部活動指導員が制度化され、各中学校の
部活動方針に基づき51名が部活動指導を行い教員の負担軽減を図っています。今年度も引き続き取組を進めてまいります。さらに今年度から夏季休業期間を10日
程度短縮します。日々の授業時間について、小中ともに6時間授業の日が必要となる週もありますが、全学年原則5時間と考えています。このことにより、児童生
徒はゆとりをもって学ぶことができ、教職員は、放課後、授業準備や会議等の時間が確保できます。特に中学校及び義務教育学校においては、勤務時間内に部活動
が実施できるようになります。長期休暇取得の奨励については、夏季休業期間における一斉閉庁日の設定に加え、年休の取得を奨励しています。
地域行事や社会活動への参加に対する手当の支給は考えておりません。教職員が元気で生き生きと働くことの出来る環境づくりに努めてまいります。

（要望）出産休暇・病気休暇等代替教員配置の迅速化 （回答）学事課
福山市では、近年産休・育休を取得する教員の増加が続いています。代替教員については、県及び近隣市町教育委員会、ハローワークと連携するとともに、退職教
員にも声かけをしていますが、人員確保が非常に難しい状況です。そのため、臨採教員ではなく非常勤講師を配置したり、市教委の指導主事が授業を行ったりして、
対応しています。今後、教員の負担が増えることがないよう、人員確保に努め、計画的かつ迅速な代員配置を行っていきます。

③教育環境の充実ついて
学校施設は、子どもたちにとって学びの場であるとともに、一日の大半を過ごす生活の場で
もあるので、安全で快適な場所でなければならないと考えます。施設・設備の老朽化、耐震性
の課題等に対しては、計画的に改善を進めていただいているところですが、老朽化が進行して
いる状況も鑑み、コンクリートの剥がれ、落下の危険がないか、また階段の滑り止めの破損・
脱落等、再度点検を進めていただきますようお願いいたします。また、例年の異常気象による
熱中症対策から、教室内の空調設備の設置については、現在導入済の学校もありますが、設置
までにしばらく時間を要する学校もあるように伺っております。つきましては、設置までの間、
熱中症対策として随時の水分補給、団扇の使用許可など柔軟な対応をお願いします。併せて、
体育館も夏休み短縮に伴う7月末の放課後の部活動、また災害時の避難場所として使用される
機会などから体育館内の空調設備に対応をお願いします。また、給食を作る部屋には、空調機
の設置がないと聞いています、夏休みの短縮のもあり、夏場外気温が30度超える中、煮炊き
の作業を行うのは大変重筋作業となりますので、空調機の設置をお願いします。近年インフル
エンザが大流行する傾向にあります。空調機の設置で教室が密閉状態となり、冬場は空気が更
に乾燥され、ウイルスの温床になりかねません、部屋の湿度を50％以上にすることで、効果
があると言われています、全教室に加湿器の設置を行うことで、インフルエンザの流行を低減

できることから、全教室に加湿器の設置をお願いします。トイレについても、近年ほとんどの
家庭で洋式トイレを設置しており、和式トイレを使用したことのない子どもが多く、学校での
トイレ使用において不安だという声もあがっているのが現状です。トイレの洋式化は、昨年度
で完了しましたが、洋式トイレがほとんどの家庭の実態から、洋式トイレの数が少ないように
思われます。男女の入口が同じなどの課題も含めて、引き続き対応をよろしくお願いします。
また、中学校の給食導入にあたり、元々給食設備がなかったことなどから、重たい給食を1階
から4階まで持って上がる状況に対し、生徒の間でも不安の声が出ています。
子どもたちを取り巻くこのような教育環境を充実させていただくためにも、整備・改修等を

実施してくださいますようお願いいたします。
①�老朽化の再点検
②�教室・体育館・給食室への空調設備の設置と整備期間中の給水などの柔軟な対応
③�教室への加湿器の設置
④�洋式のトイレの拡充及び男女の入り口に仕切りのないトイレの整備。
⑤�中学校給食の適切な運用・取組の加速化

（要望）老朽化の再点検 （回答）施設課
学校施設の点検については、建築基準法に基づく有資格者による3年ごとの点検及び学校による毎年の自主点検の中で、窓や外壁など建物の外部の点検、床・階
段や天井など建物の内部の点検を行っています。加えて、日々の使用における故障や気付きを学校と教育委員会で共有しております。こうした点検結果等に基づき、
緊急対応が必要なものについては速やかに修繕等を行い、その他については、優先順位をつける中で計画的に修繕等を行うなどの対応を行っているところであります。
今後につきましても、学校施設における安全性を確保するための点検及び修繕等の対応を行ってまいります。

（要望）教室・体育館・給食室への空調設備の設置と整備期間中の給水などの柔軟な対応 （回答）�施設課・学校保健課
本市では、現在、全ての小中学校の普通教室と一部の特別教室への空調設備の整備を行っているところで、今年度には完了の見込みです。他の特別教室や屋内運
動場については、学習内容等を工夫することにより授業展開が可能となるため、現時点では、普通教室と使用頻度の高い特別教室を最優先とし整備を進めております。
給食室では、加熱調理により室内温度が上昇することから、温度測定を行い、一定基準を超える所にはスポットクーラーを設置し、給食技術員の作業負担軽減に努
めています。また、首巻保冷剤の着用や、水分・塩分の適宜補給など、熱中症の予防に努めております。学校生活においては、熱中症の予防対策として、水分・塩
分の適宜補給や運動中の休憩、暑さ指数の予測値が31度以上を超えるなど状況に応じて授業や行事内容を変更するなど柔軟な対応を行っています。

（要望）教室への加湿器の設置 　（回答）学校保健課

冬季の教室内の空気の乾燥対策としては、水を入れたバケツ等を教室内の隅に設置したり、濡れた布巾等をかけたりする等、加湿対策を講じるよう各学校へ周知し
ております。なお、室内の環境対策として、必要に応じて換気も行っており、これらは、学校環境衛生基準に基づき対応しております。
また、インフルエンザ予防としては、手洗いや咳エチケットの励行について指導しております。

（要望）洋式のトイレの拡充及び男女の入り口に仕切りのないトイレの整備 （回答）�施設課
学校トイレの洋式化につきましては、本市の基準に基づき整備を行ってきたところであり、2018年度（平成30年度）で完了しております。また、男女の入口に仕切
りのないトイレにつきましては、高学年が使用するトイレから、優先的に整備してきたところであります。低学年が使用するトイレにつきましては、施設の状況や学
校と協議を行う中で、検討してまいりたいと考えております。

（要望）中学校給食の適切な運用・取組の加速化 （回答）学校保健課
中学校給食の実施にあたっては、給食運搬時の負担を軽減するために、軽量かつ安全性の高い樹脂製食器（PEN食器）を使用しています。また、運搬については、二
人で協同して運ぶよう指導する等、生徒間の相互協力により、特段の課題なく給食を実施しています。また、配ぜんや残食回収時には、教職員による生徒への声か
けや、顔が見える関係作りに努め、円滑な実施につながるよう、取り組んでいます。

④福山市PTA連合会に対する補助金について
福山市PTA連合会は、会員相互の資質向上と家庭での教育力向上、特に基本的生活習慣の徹
底に努力しているところです、特に最近IOT、AI技術の革新により社会環境、教育環境変化が
激しく、保護者が付いていけない状況が出てきていますが、その時代時代に求められる活動を
展開して行きたいと考えます、少子、高齢化の影響を受け、会員数の減少により会費収入が減っ
ているのが現状です。この状況は学校統廃合で示されているよう減少は今後も続く事で、会員

の皆様の望まれる充実した研修、積極的な活動の展開も、継続が難しくなっています。
また、2023年には日本PTA全国大会が広島県で計画されています、福山市は中核都市であり、
1000人規模の分科会を行う予定で、エアコン設置等で福山市の財政も厳しいと存じますが、今
後も充実した活動を行うために補助金の拡充をお願いします。

（要望）補助金の拡充 　（回答）学事課

本市における財政状況は、少子高齢化や持続可能な行政運営を行うため、大変厳しい状況であり、補助金の拡充は極めて困難な状況でありますが、引き続き、子ど
もたちに確かな力をつけるために必要な予算の確保に努めてまいりたいと考えております。
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福山市教育委員会との懇話会福山市教育委員会との懇話会
福山市PTA連合会からの要望書を提出　意見交換を行いました

①子どもの安心・安全確保について
これまでも福山市教育委員会におかれましては、子どもたちの安心・安全確保に対して、各
関係機関と連携して事故防止に努めて頂き感謝申し上げます。
近年、地球規模の異常気象などにより、自然災害が多発しております。西日本豪雨災害では、広

島県内も大きな被害を受け、多数の人命が失われるとともに、多くの児童・生徒が被災しました。教
育委員会におかれましても、豪雨や台風などについてメール配信等で連絡を頂くなどの対応を頂い
ておりますが、今後も子どもたちの安全を一番に考えた取り組みの継続をお願いするところです。
全国的には不審者等により児童が悲惨な事件に巻き込まれる案件が発生しております。PTA

といたしましても学校との連携はもとより、地域の方々の協力を仰ぎ、児童・生徒の安全確保
について取り組んでおり、福山市行政、教育委員会の協力も頂き継続して取り組んでまいりた
いと思いますのでよろしくお願いします。
近年、急速に広がりを見せている課題としましては、SNSなどのコミュニティーサイトの拡

大により、児童・生徒が事件や事故に巻き込まれる案件が増加しております。正しい関わり方を

知らないことで、悪ふざけや誹謗中傷、わいせつ事案等の新たな課題が浮上しており、いじめ
や不登校、暴行など問題を引き起し深刻な事態に発展している場合もあり、PTAを含めて安全
な利用法の研修や子どもたちが安心できる環境づくりの必要が増大しています。科学技術の進
歩による社会の変容に対応し、時代の潮流に合わせた教育が必要と考えており、こうしたSNS
にみられるネットワーク時代に適した教育の在り方が問われ始めていると考えます。
福山市教育委員会におかれましても、安心・安全に対する体制づくりの充実にご協力をお願

いいたします。
①�通学路の安全確保の取り組み
②�不審者対策の取り組み状況
③�大雨等警報発生時の対応
④�いじめ・不登校・暴力行為の現状及び対応
⑤�SNSなどのインタ－ネットやコミュニティーサイトによる被害状況や対応

（要望）通学路の安全確保の取り組み （回答）学校保健課
通学路の安全確保については、2014年度（平成26年度）に通学路の安全確保を組織的・継続的に進めるため、各関係機関・団体で構成する「福山市通学路安全推進
会議」を設置し、この会議において、取組の基本方針となる「福山市通学路交通安全プログラム」を策定しました。以降、本プログラムに基づき、安全対策を実施し
ています。これは、学校及び保護者・地域により抽出された危険箇所について、教育委員会、学校、道路管理者、警察及び地域関係者が、合同点検を実施し、対策
必要箇所への安全対策を講じるものです。また、合同点検以降、新たに危険箇所として対策が必要と認める場合は、随時の合同点検を実施し、危険箇所の改善に
取り組んでおります。なお、2020年度（令和2年度）は、2年に1回の合同点検の実施年度に当たり、引き続き、通学路の安全確保に努めてまいります。

（要望）不審者対策の取り組み状況 （回答）学びづくり課
学校では、「不審な人についていかない」等の不審者対策を、学校だよりでの情報発信や、警察署員を招へいしての防犯教室の開催等により、日常的・計画的に児童
生徒や保護者に啓発しています。教育委員会では、子どもたちの安心・安全のために、不審者情報などへの対応として、メール配信を利用した情報共有に取り組ん
でおります。教育委員会に寄せられた、子どもへの声かけ、つきまといなどの不審者情報を、学校関係者が極力早く共有し、子どもの安全確保や地域防犯を図るため、
教職員、保護者、スクールサポートボランティアなど、より多くの登録を呼びかけており、その登録者数は、今年度12月現在、約32,000人です。
引き続き、安全教育はもとより、通学路やその周辺における不審者情報などに係るメール配信による情報共有に取り組み、子どもたちが日々、安心・安全に過ごす
ことができるよう努めてまいります。

（要望）大雨等警報発生時の対応 （回答）�学事課
大雨等の警報発生時の対応についてです。児童生徒の安全確保を第一に考え、的確な判断と迅速な対応が必要であると考えています。
福山市全域に甚大な被害が発生することが事前に予想される場合は、幼稚園・小中学校長と連携の上、市内幼稚園、小・中・義務教育学校一斉の同一対応を教育
委員会が決定する場合もありますが、各地域における状況は様々であり、警報の種類や地域の状況、被害状況に応じて近隣校（校区）とも連携し各幼稚園・小・中学
校長が個別に判断し対応しています。警報発生時の家庭への連絡について、メール配信システムを利用している学校は117校（幼稚園10園、小学校74校、中学校
32校、義務教育学校1校）です。これらの学校で本システムに登録していない家庭については、電話連絡を行っています。電話連絡のみによる学校は3校（小学校2校、
中学校1校）です。その他福山中・高等学校は家庭に「警報等の対応について」のマニュアルを配付し、学校のホームページで周知しています。

（要望）いじめ・不登校・暴力行為の現状及び対応 �（回答）学びづくり課

いじめ、暴力行為について、各校では、子どもたちの日常生活の様子や状況を、家庭・地域と日頃から十分に連携し、子どもたちの異変や問題行動に対していち早
く気付き、子どもたちに寄り添った対応をするよう努めています。取組の結果、すぐに解決が難しい事案については、教育委員会やこども家庭センターなどの関係
機関と情報を共有して問題の解決に取り組んでいます。長期欠席・不登校については、2小6中学校にきらりルーム（校内フリースクール。専任の担任を置き、一人
ひとりに応じた学習を行う。）を設置しています。また、適応指導教室（中央・東部）を福山市フリースクールかがやきと改称し、学校以外で選択できる居場所の1つ
として設置しています。さらに、2022年（令和4年）4月には、広瀬地区に特認校を開設するなど、全市的な教育環境の整備・充実を図っていきます。
今後も、全ての学校において、不登校児童生徒への個別の取組とともに、児童生徒自らが「考える、選ぶ、決める」ことを大切にしながら、全ての教室を全ての子ど
もたちにとって、「主体的に学べる場」となるよう取り組んでまいります。

（要望）SNSなどのインターネットやコミュニティーサイトによる被害状況や対応 （回答）学びづくり課
情報化社会を生きる児童生徒には、情報モラルの必要性や情報に対する責任、望ましい情報化社会の創造に参画しようとする態度を発達段階に応じて身に付けてい
くことが必要であると考えています。各学校では、社会科で、「情報化社会で問題化している犯罪」技術・家庭科で、「情報を安全に利用するための考え方」道徳科で、
「相手の気持ちを考えないメールの使い方」などを教育課程に位置付け、年間を通じて計画的に、誰もが安心して使える情報ネットワークのルールやマナーについて
学習しています。また、各校の生徒指導担当を対象とした研修において、SNSの実態やトラブルの内容を交流し解決法を検討・協議しております。その他、中学校
入学説明会等で、スマートフォン等の適正な利用について啓発活動を行ったり、トラブル等の事案をサポートセンターに相談できる体制を整えたりしております。
引き続き、児童生徒や保護者等から事案を把握した際には、被害が拡大しないように対応するとともに、児童生徒からの事実確認、加害側への指導、関係機関との
連携等、事案の解決と再発防止に向けて取り組んでまいります。

②教職員の資質向上と適正配置について
学校は子ども達が社会の中で幸せな人生を送っていく力を養うためにあると考えます。社会

はどんどん変化していき、多様化・複雑化しています。そして子どもたち自身も、また置かれて
いる環境も多様化しています。このような状況に対応するためにも、子ども達ひとりひとりに合
わせた教育が必要かと思われます。そのためにも、より一層の教職員の増員と個々の教職員の
資質向上が望まれます。教職員の増員は子ども達一人ひとりに対してよりきめ細やかな対応の
ためであり、それは学力向上だけでなく、いじめや生徒・児童間のトラブルを未然に防ぐことに
もつながります。また教職員を増員することにより、個々の教職員の時間的・精神的余裕が生
まれ、結果的に教育の質向上にもつながると考えられます。また、小学校における英語教育の
必修化など、教職員に求められる能力はますます多岐にわたり、多様化する社会に対応するた
めにも、さらなる教職員の資質向上が求められています。加えて学校は社会や地域とも協力し
て行く必要があり、教職員の地域行事や社会的活動、また特に中学校では部活動への参加も求

められ、それが場合によっては教職員の負担になっている面もあろうかと思います。夏休みの
短縮が発表されましたが、教員の方にとっては、従来より10日子ども達に教える時間が長くなり、
精神的負担増になります、そこでお盆休みを挟んで、10日連続休暇（休暇奨励日）を設けて、先
生方の精神的、肉体的負担軽減策の検討をお願いします。こういった状況を改善するために何
よりも教職員の待遇改善が必要ではないかと思われます。具体的には地域行事や社会活動への
参加に対する手当の支給、長時間労働削減の推進、見分を広めるためにも長期休暇の取得を奨
励するなどが考えられます。教職員が元気で生き生きと働いている姿こそ、子ども達に希望を
与えるのではないかと考えます。
①�個々の子どもに応じたきめ細やかな指導ができるための教職員の増員
②�教職員の資質向上のための待遇改善
③�出産休暇・病気休暇等代替教員配置の迅速化

（要望）個々の子どもに応じたきめ細やかな指導ができるための教職員の増員 　（回答）学事課

�現在、通常学級においては、小学校1、2年生での35人学級の実施に加えて、中学校1年生への少人数プロジェクト事業や指導方法工夫改善事業による少人数指導
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令
和
2
年
2
月
15
日（
土
）、
今
年
度
第
3
回

目
と
な
る
福
山
地
区
P
T
A
連
絡
協
議
会（
福

P
協
）の
会
議
が
福
山
市
三
之
丸
町
の「
リ
ベ
ル

タ
」に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
P
協
と
は
、
広
島
県
P
連
の
東
部
2
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
福
山
市
P
連
、
府
中
市
P
連
、
神
石

郡
P
連
の
3
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
は
、
福
山
12
名
、
府
中
5
名
、

神
石
9
名
の
計
26
名
で
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
今
回
の
幹
事
で
あ
る
福
山
市
P
連

の
道
城
会
長
の
挨
拶
の
後
、
各
郡
市
P
連
会
長

の
挨
拶
と
参
加
者
紹
介
が
あ
り
会
議
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

会
議
内
容
は

1
、
確
認
事
項
と
し
て

① 

令
和
3
年
度　
広
島
県
P
大
会
実
践
発
表

を
府
中
市
P
連
。

② 

令
和
4
年
度　
日
P
国
際
交
流
・
国
内
研

修
事
業
を
府
中
市
P
連
。

③ 

令
和
6
年
度　
広
島
県
P
大
会
実
践
発
表

を
福
山
市
P
連
。

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
事
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

2
、
協
議
事
項
と
し
て

　
・ 

広
島
県
P
理
事
選
出
に
つ
い
て
（
東
部
2

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
）

　
　

 

理
事
3
名
を
各
郡
市
P
連
よ
り
各
1
名
、

母
親
代
表
を
福
山
市
P
連
よ
り
1
名
の
選

出
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、
県
P
幹
事
選
出

は
令
和
2
年
度
は
東
部
1
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

の
選
出
と
な
る
事
も
併
せ
て
確
認
し
ま
し
た
。

3
、
各
郡
市
P
連
の
近
況
報
告
と
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム

　
・ 

神
石
郡
P
連
か
ら
は
、
今
年
で
最
後
と
な

る
顧
問
か
ら
、
P
T
A
は
も
ち
ろ
ん
子
ど

も
達
の
為
に
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
ま
ず

は
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け
楽
し
く
活
動
で
き

る
か
？ 

そ
し
て
P
T
A
に
直
接
関
わ
ら

な
く
な
っ
て
も
子
ど
も
達
へ
の
接
し
方
が

変
わ
る
訳
で
は
無
い
の
で
、
立
場
が
変
わ

ろ
う
と
も
地
域
の
子
ど
も
達
に
し
っ
か
り

関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
と
の
素
敵
な

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
・ 

府
中
市
P
連
か
ら
は
、
府
中
明
郷
学
園
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
を
導
入
し

6
年
間
の
地
域
、
学
校
と
の
連
携
や
協
働

に
よ
り
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
支
え
る
活

動
が
模
範
と
さ
れ
、
地
域
学
校
活
動
推
進

に
関
わ
る
「
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
他
地
区
か
ら
の
視
察
も
多
数
依
頼
さ
れ

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
・ 
福
山
市
P
連
か
ら
は
、
福
山
市
教
委
と
の

懇
話
会
で
今
後
の
P
T
A
と
市
教
委
と
の

様
々
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
為
の
意
見
交

換
の
内
容
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
他
、
各
郡
市
P
連
か
ら
持
ち
寄
ら

れ
た
、
郡
市
P
連
だ
よ
り
や
各
単
位
P
T
A
だ

よ
り
が
配
布
さ
れ
、
各
々
が
真
剣
に
目
を
通
し

な
が
ら
、
神
石
郡
P
連
で
10
年
間
尽
力
さ
れ
た

赤
木
様
の
乾
杯

の
ご
発
声
の
も

と
懇
親
会
へ
と

移
り
、
各
参
加

者
が
郡
市
の
分

け
隔
て
な
く
親

睦
、
情
報
交
換

を
行
い
な
が
ら
、

福
山
市
P
連
の

淺
田
副
会
長
の

ギ
タ
ー
持
込
み

の
余
興
も
あ
り
、

と
て
も
楽
し
く

有
意
義
な
会
に

な
り
ま
し
た
。

締切延長
4月19日㈰
消印有効

2/15
 

福
Ｐ
協
会
議

第71回日本PTA全国研究大会 広島大会のご案内
2023年(令和5年)8月の開催を予定しています。全国から約７千人の会員さんが集まる大規模な大会となります。
県内からも千人以上の会員と交流できる楽しい大会となります。皆様の参加をお待ちしております。
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